
３歩歩いて忘れるのは（弁護士　竹内　和正）
子どもの忘れ物があまりに多いので、
「ほんと、３歩歩いて忘れちゃうんじゃ、困っちゃうんだからね！」
といったところ、
「ほんとだよね。猫じゃないんだから。」
といわれました。

・・・猫じゃなくて、ニワトリ！

弁護士　竹内　和正

相場英雄さん「アンダークラス」（弁護士　伊須　慎一郎）
昨年半ばあたりから、本も読む時間がなかったところに、
年末、大先輩から、相場英雄さんの「アンダークラス」のお薦めがありました。

取調室で、田川・樫山のコンビが被疑者を詰めていく様子は、
「ガラパゴス」よりも緊迫感があり、おもしろかったです。

解説の藻谷浩介さんの「彼女（被害者の藤井詩子さん）の心は、アンダークラスではなかった。
どんなに貧しくても、汚辱にまみれた人生を送ってきても、身を賭した最後の思い遣りを、人は持つことができるのだ」

是非、読んでみてください。
そして、エピローグの藤井詩子さんの言葉の１つ１つを噛みしめてみてください。

ＰＳ.
その後、大江健三郎さんの「ヒロシマ・ノート」の中に、
エピローグの藤井詩子さんの最後の言葉の真の意味を示す言葉を見つけました（あくまでも私の解釈）。
大江さんは、フランスの作家ルイ＝フェルディナン・セリーヌの一説を挙げています。

「完全な敗北とは・・・自分をくたばらせたものを、忘れ去ることだ、
そして人間どもが、どこまで意地悪か最後まで気づかずにくたばっていくことだ。
棺桶に片足を突っ込んだときは、じたばたしてみたところで、始まらない。が、水に流すのもいけない。
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何もかも逐一報告することだ。人間どもの中に見つけだした悪辣きわまる一面を、でなくちゃ死んでも死にきれるものじゃない。
それが果たせれば、一生はむだじゃなかったというわけだ」

弁護士　伊須慎一郎

「どうする〇〇」（弁護士　髙木　太郎）
NHK大河ドラマ「どうする家康」が佳境を迎えている。
戦国武将として国盗りを競った家康が「戦なき世を作るという理想をもっていた」という設定には、最初なじめなかったが、今は、そうい
うこともあるのかな、と思う。人は正義を背負っていないと頑張れない、他者もついてこない。それが「戦なき世」だったのかもしれない。
もう一つ。松山ケンイチ演じる本多正信が、２代将軍徳川秀忠を「偉大なる凡庸」と表現する場面がある。凡庸な将軍でも治められる（戦
にならない）体制を築く必要がある、秀忠はその試金石にぴったりだというのである。これはとても納得した。
さて、そこから、何を感じ、学ぶか。

弁護士　髙木　太郎

開設50周年記念式典（弁護士牧野丘）
１１月１７日午後６時から、浦和区のロイヤルパインズホテルにて、当事務所の開設５０周年記念式典を開催させていただきました。
事務所にゆかりの深い各界の皆さま約２４０名にお集まりいただき、盛大に開催することができました。心より御礼を申し上げます。本来
であればこの数倍の方々にお声かけをするべきだったのですが、会場や予算の都合から、一部の方にとどめざるを得ませんでした。誠に申
し訳ありません。
同時に、５０周年記念誌を作成し、皆様にお配りしてご披露しました。

私たちとしては、ご来場の皆様に、当事務所が歩んできた足跡を共にたどりながら、未来へ向けた決意と覚悟をお示しすることを目的とし
て開きましたが、同時に、お集まりいただいた皆様同士が旧交を暖め、さらには新たな交流の場としても活かしていただきたいと考えてお
りました。それがまた当事務所から皆様への謝意の表し方にもなると考えた次第です。ご歓談いただきつつ、当事務所の歴史などを披露す
るために、動画を含めた画像をふんだんに利用することとし準備しました。最後には、事務所の未来を描く若手弁護士による寸劇も演じて
みました。
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およそ１年前から始めた準備作業でした。今回の企画がイベント開催で終わることのないように、５０年の歴史を所員全体の共通認識にす
る学習に始まり、毎月の事務所会議の際には、おのおのの弁護士による振り返りのスピーチも行いました。とても得がたい機会になりまし
た。
課題は、皆様から寄せられた長年にわたるご厚情や、今回、いただいた数多くの叱咤激励を糧に、この事務所をどうするかだと思います。
人数が多いというだけの集団事務所ではなく、個性を持った意義ある事務所にするためにはどうするか。

おいしい野菜は、優れた畑でしか育ちません。どんなに優良な種をまいても、痩せた畑に良い実はなりません。畑を作るのは、野菜を作る
私たち自身です。これまでの遺産の上に安住することなく、優れた畑であり続けるよう、私たち所員一同、各々の感性と能力を磨きつつ、
いつでも事務所全体のことに目配り気配りを効かせながら、励んでいかなければならないと考えています。そんな気持ちにさせていただい
た会でした。

弁護士　牧野　丘

50th
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kinenshi

＜事務所の歴史はこちら＞

大宮高校に帰ってきました（弁護士　深谷　直史）
この度ご縁がありまして、埼玉県立大宮高校の授業に参加してきました。
大宮高校は、県内屈指の進学校であり、私の母校でもあります（2014年卒）。
大宮高校では、「大高人ワークショップ」と題して、建築・起業・デザイン・社会問題などの専門分野で活躍している卒業生が現役生に授
業をする、という取り組みをしています。
ちなみに、大宮高校生は大宮高校のことを「大高」（おおこう）と呼びます。

弁護士としては、例年は埼玉中央法律事務所の竪十萌子先生が授業を行っていましたが、今回は私も竪先生の授業にオブザーバーとしてお
邪魔することになりました。
テーマは「戦争をしないために、私たちはどうしたらいい？」です。
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とても難しいテーマでしたが、生徒の皆さんよく考えて自分なりの結論を出していました。
時間の関係上、踏み込んだ議論まではできませんでしたが、困難な課題に対し自分で考えて解決策を提示する、その解決策を行動に移して
みるなどを学んでくれたのかなと思います。
授業を受けていたのは１年生でしたが、普段の授業で学んだりニュースやネットで得たりした知識を総動員してテーマを深堀りしてくれま
した。
弁護士の仕事についても、私の方から少しご紹介をしました。
弁護士バッヂを見せてあげたら、とても喜んでくれました。
私もちょうど10年前は高校3年生でしたので、大先輩として少し威張ってきちゃいました。

自分でいうのもなんですが、やはり大宮高校生は優秀ですね。
私が在学していたころよりも、よりスマートで切れ味鋭くなっている気がします。
勉強に部活で大変だと思いますが、学校生活を思いっきり楽しんで頑張ってほしいなと思います。

振り返ると、ちょうど10年前は私も高校3年生だったと考えると、時間が経つのは早いなと痛感します。
私が学生だったころの大宮高校は、世界遺産級のボロ校舎だったのですが、あまりにもひどかったせいか改修が進んでいるようです。
校舎東側２階の渡り廊下は当時雨漏りがひどかったのですが（４階建ての校舎なのに）、今は少しきれいになって旧国語科準備室が進路指
導室になっていました。

これからも、卒業生として何らかの形で母校の大高（おおこう）に貢献できればと思います。

弁護士　深谷　直史

虎に翼（弁護士　宮本　澄香）
９月で朝ドラ「らんまん」が終わり、新たに「ブギウギ」が始まりましたね。

というと、いかにも毎回朝ドラを視聴している勢のようですが、朝はたいていバタバタしていることと、1回15分という短い放送時間の
中で、あまり話が進まないのをもどかしく感じることもあり、これまで一度も朝ドラを初めから終わりまで見たことはありませんでした。

しかしながら、2024年前期に放送予定の朝ドラ「虎に翼」は、日本初の女性弁護士の一人であり、後に裁判官となった三淵嘉子さんを
モデルにした話ということで、興味を惹かれています。

主演は執行官の仕事を描いたドラマ「シッコウ!!〜犬と私と執行官〜」でも主演を務められた伊藤沙莉さん。同ドラマやCM等ではコミ
カルな演技が印象的だったので、朝ドラだとどんな演技をされるのだろうとこれまた気になっています。  朝は苦手ですが、頑張って少し
早起きして見てみようと思います。
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弁護士　宮本　澄香

“子どもの留守番禁止条例”が廃案に！ 埼玉県虐待禁止条例案
の問題点を埼玉の弁護士が解説
報道で取り上げられ何かと話題になっている、埼玉県のトンデモ条例案についてです。
2023年10月13日にも本会議採決が見込まれていましたが、批判の声が相次いだため同日の採決は撤回され、廃案になったようです。

「埼玉県で子育てしたくない」？　子どもだけの外出・留守番は「虐待」とする自民の条例改正案に保護者反発　東京新聞TOKYO
　Web

埼玉県条例改正で子どもの「留守番禁止」へ　子育て家庭に負担懸念も　毎日新聞

子ども“放置は虐待”条例案に専門家「憲法違反の疑い」共働き夫婦「何もできない」　テレ朝　報道ステーション

埼玉の「虐待禁止」条例案、９月定例会での成立断念…「子どもだけの登下校まで」批判相次ぐ　読売新聞オンライン

この条例案では、９歳までの「児童を現に養護する者は、当該児童を住居その他の場所に残したまま外出することその他の放置をしてはな
らない。」としています。

立案者である自民党県議は、安全を確保できる、すぐに駆け付けられる、この2点が確保できない状況は、短時間であっても放置に当たる
として、例えば

・小学1～3年生までの児童だけでの登下校

・子どもだけで公園で遊ぶ

・子どもだけでおつかい

・子どもだけで留守番

も「放置」に当たるというのです。

なお恐ろしいことに、県民が虐待や放置を発見したら通報及び通告をする義務が定められ、将来には放置や通報義務違反に罰則を設ける予
定だそうです。
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この条例案は、子育て実態を全く考えられていない点で大問題です。何気なく日常的に行っていた育児が、将来的に違法になってしまう可
能性があるのです。シッターや他の親族を頼るにしても、そんなことができる家庭がいったいどれだけあるでしょうか。条例制定によって
生じる経済負担や精神負担を無視していると言わざるを得ません。
しかも、それを見つけた県民は警察や児童相談所へ通報・通告しなければいけない義務があります。子どもたちだけで登下校をしているの
は、普段ありふれている光景でしょう。今後は、それを見つけたら警察へ通報し、通報や通告をしなければ義務違反となってしまいます。
監視社会になりかねないような規制であり、実態に即していないことは明らかです。
また、規制が広範に過ぎる点、親の職業選択自由や個人の価値観を認めていない点などで憲法違反の疑いすらあります。

一体何のために、これほどまでにヘンテコな条例を作るのでしょうか。
自民党県議は「子どもが放置されている状態を我々は『虐待』と定義し、留守番できるからといって小３以下の子どもを残して外出してい
る状態がいかに危険か、そこの意識の認識を変えていただきたい」と発言しています。
果たしてそうでしょうか。埼玉県は、待機児童数が全国ワースト２位であるにもかかわらず公的支援は依然と乏しい状況です。そのような
限られたリソースの中で、子育てをしている多くの保護者は、自ら適切に判断し、日常的に子どもたちを留守番させたり遊ばせたりさせて
いるはずです。
それが一律に「子ども達にとって極めて危険な行為なんだ！直ちに規制しなければならないのだ！」と考えてしまうのは、あまりにも現実
が見えていない。環境整備をすることなく上から目線で決めつけているとしか思えません。ひとり親家庭や共働き世帯など、多様な家族の
ありようが全く考えられていません。当事者である子育て世帯や子どもたちからどれだけの意見聴取をしたのでしょうか。

虐待を防止するという名目で、子育て世代に重い負担をかけることは、ひいては子どもたちの不利益になります。子育ての負担を軽減する
政策を整備することなく、罰則と強制で解決をしようとするのは、政治の職務放棄に他なりません。

マスメディアで大きく報道され県内外から批判が相次いだことから、一旦は採決見送り・廃案になりました。しかし、油断はできません。
自民党県議は「説明不足」を廃案の理由としましたが、そのようなコメントをしてしまうこと自体が、問題の本質を全く理解していないこ
とを表しています。また、「条例案の内容に瑕疵はなかった」ともコメントするなど、全く悪びれないご様子です。物分かりの悪い政治家
には、市民の“NO！”の声を突き付けることが大事です。

今回は、「こんな条例はおかしい！」、「ばかげている！」、「この条例案が通ってしまっては子育てなんかできなくなる！」、といった
市民の声が、政治を動かしました。みなさんで声を上げて意思表明をすることが、埼玉県だけでなく、この国の政治、この国の未来を変え
ることにもなります。
私たちも、市民の皆様に寄り添った活動を続けてまいります。

法律相談はこちら⇒リンク

弁護士　深谷　直史
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がんばれ、テレビマン（弁護士谷川生子）
普段、あまりテレビドラマをチェックしないのですが、２０２２年１０月から関西テレビで放送された「エルピス－希望、あるいは災い－」
の再放送を観ました。

かつては報道部の花形、今は深夜のバラエティ番組を担当する落ち目の女性アナウンサーと新人ディレクターが、死刑囚の冤罪疑惑報道に
挑む物語で、むやみに権力に追随してしまうテレビ界の裏側や、再審請求の難しさなどが描かれていました。

テレビ制作者にとって自虐的ともいえる内容で、作るのは相当大変だったのではないでしょうか。佐野亜裕美プロデューサーは、他にも
数々の話題ドラマを制作し、自身の性被害の体験と当時の自分の考え方について公表するなど、勇気ある発信を続けています。

他にもいるであろう、心あるテレビマンを応援したいと思いました。

弁護士　谷川　生子

米を炊いている（弁護士　竹内　和正）
ごはん釜を購入し、日夜、米を炊く日々を送っています。
炊きあがるお米はおいしいですが、おいしいお米を食べたいという欲求だけではなく（まあ、炊飯器でも十分おいしいので）、釜でお米を
炊きたいという興味からの行動です。

購入したごはん釜はとても優秀で、火加減の調整などいらず、炊き始めてから数分経つと、釜の蓋についているホイッスルがピーッ！とな
りはじめ、それから数分加熱してから火を止めて、そのまま蒸らしておけば炊きあがります。

実質、僕がやっていることは、米を洗い、浸水させ、火をつけ、笛を合図に火を止めるだけですが、険しい表情で腕組みをし、台所に張り
付いて炊きあがりをまっています。

弁護士　竹内　和正
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スポーツ・ハラスメント研修（弁護士　佐渡島　啓）
先日、認定NPO法人飯能市スポーツ協会の研修会で、
スポーツ・ハラスメントについてお話をしてきました。

こちらの研修会に講師としてお招きいただくのは、昨年に続いて２度目。

スポーツ指導者を対象としたある調査結果によれば、
ハラスメント研修の受講回数を重ねるほど、
ハラスメントせずに指導する自信を持てると回答する指導者の割合が増えるのだそうです。

今後もスポーツ団体からお声がかかれば、可能な限り出向いて講師活動を続けたいと思います。

弁護士　佐渡島　啓
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